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御
前
崎
市
議
会
第
２
回
臨
時
会
が
１１
月
２４
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
６
月
の
定
例
会
で
否
決
さ
れ
た
発
議
第
１
号
「
御
前
崎
市
議

会
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
」
及
び
発
議
第
２
号
「
御
前
崎
市
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
の
２
議
案
の
再
議

決
を
求
め
る
請
願
の
採
択
に
つ
い
て
は
、
賛
成
６
反
対
９
で
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

森
本
英
雄
氏
の
説
明

・
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
、「
エ
ネ
ル
ギ

ー
環
境
会
議
」「
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

調
査
会
」「
原
子
力
委
員
会
」
の
三
つ
の

会
議
で
検
討
し
て
い
る
。

・「
安
全
」「
安
定
供
給
」「
効
率
」「
環
境
」

の
並
立
す
る
要
請
に
応
え
る
た
め
、
①

新
た
な
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
②
新
た
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
③
国
民
合
意
の
形

成
に
つ
い
て
議
論
が
さ
れ
て
お
り
、
今

年
に
は
取
り
ま
と
め
る
見
込
み
で
あ
る
。

■
質
問
・
意
見

地
元
の
定
義
は
、
原
発
か
ら
の
距
離

で
一
律
に
引
く
べ
き
で
な
く
、
リ
ス
ク

の
高
さ
に
よ
っ
て
段
階
的
で
あ
る
べ
き

で
は
な
い
か

自
治
体
や
議
会
だ
け
で
決
定
す
る
の

で
な
く
、
直
接
住
民
の
意
見
を
聴
く
べ

き
だ
が
、
距
離
で
一
律
に
線
を
引
け
る

も
の
で
は
な
い
。

使
用
済
核
燃
料
の
処
理
・
処
分
が
行

き
詰
ま
っ
て
い
る
状
況
下
で
、
再
稼

動
を
言
え
る
状
況
で
は
な
い
と
思
わ

れ
る
が
、
国
と
し
て
ど
う
考
え
る
か

六
ヶ
所
村
で
の
再
処
理
工
場
は
最
終

段
階
で
止
ま
っ
て
い
る
が
、
む
つ
市
で

中
間
貯
蔵
施
設
を
建
設
し
て
い
る
。

国
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
結
論
を

早
く
出
し
て
欲
し
い

短
期
的
に
は
、
安
全
性
が
確
認
で
き

た
原
発
の
再
稼
動
を
行
う
が
、
長
期
的

に
は
、
数
々
の
論
点
で
、
検
証
や
議
論

に
時
間
が
か
か
る
。

現
在
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ベ
ス
ト
ミ
ッ

ク
ス
は
、
中
期
や
長
期
で
も
考
え
ら
れ

な
い
か

短
期
、
中
期
、
長
期
で
不
連
続
に
な

っ
て
は
い
け
な
い
の
で
、
ど
の
よ
う
に

移
行
す
べ
き
か
を
議
論
し
て
い
る
。

橋
本
唯
一
氏

御
田
俊
一
郎
氏

忠
内
厳
大
氏
の
説
明

・
浜
岡
原
子
力
発
電
所
に
つ
い
て
は
、
緊

急
安
全
対
策
は
適
切
に
講
じ
ら
れ
て
お

り
、
法
令
上
の
安
全
基
準
は
満
た
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
安
全
確
保
の
信
頼
性

を
よ
り
一
層
高
め
る
た
め
、
中
長
期
対

策
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
更
に
信
頼
性

向
上
の
た
め
の
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト

対
策
を
講
じ
て
い
る
。

・
平
成
１８
年
９
月
の
新
耐
震
指
針
の
制
定

に
伴
い
、
事
業
者
に
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
の

指
示
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
回
の
東
北

地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
知
見
を
踏
ま
え
、

波
源
域
、
地
震
規
模
、
す
べ
り
量
な
ど
を

大
き
く
し
、
波
源
に
時
間
差
を
設
け
る

な
ど
の
追
加
解
析
が
必
要
で
あ
り
、東
海
、

東
南
海
等
の
連
動
も
考
慮
し
た
適
切
な

地
震
動
評
価
も
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

■
質
問
・
意
見

シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
発
生
し
、

原
子
炉
へ
張
り
巡
ら
さ
れ
た
配
管
損

傷
が
起
き
た
場
合
へ
の
対
処
は
。
ま

た
、
復
水
貯
蔵
槽
に
は
、
ど
の
程
度
の

水
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か

緊
急
安
全
対
策
で
、
炉
心
冷
却
水
源

は
確
保
さ
れ
て
お
り
、
復
水
貯
蔵
槽
か

ら
ポ
ン
プ
で
注
水
で
き
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
繋
が
る
配
管
に
つ
い
て
は
、

想
定
地
震
へ
の
耐
久
性
は
確
保
さ
れ
て

い
る
。
万
が
一
破
損
し
た
場
合
に
は
、

消
防
車
や
ポ
ン
プ
に
消
防
用
ホ
ー
ス
を

接
続
し
て
対
応
で
き
る
。
ま
た
、
復
水

貯
蔵
槽
の
容
量
は
、
最
低
限
８
時
間
程

度
使
用
可
能
で
あ
る
。

水
素
爆
発
防
止
対
策
に
つ
い
て
、

建
屋
頂
部
に
開
口
部
を
設
け
る
よ
う
、

中
長
期
対
策
で
対
応
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
が
、
早
急
に
取
り
組
む
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か

緊
急
措
置
と
し
て
、
建
屋
の
天
井
に

穴
を
開
け
る
機
材
を
設
置
す
る
よ
う
指

示
し
て
い
る
。
水
素
検
知
器
が
作
動
し

て
、
ベ
ン
ト
装
置
で
排
気
で
き
る
設
備

が
理
想
だ
が
、
前
倒
し
で
で
き
な
い
か
、

事
業
者
に
指
示
す
る
。

防
波
壁
の
工
事
が
始
ま
っ
た
が
、

ど
れ
く
ら
い
の
頻
度
で
立
会
い
検
査

に
行
く
か
。
ま
た
、
廃
炉
と
な
っ
た

１
・
２
号
機
に
保
存
さ
れ
て
い
る
使

用
済
燃
料
は
ど
う
す
る
の
か

工
事
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
ポ
イ
ン
ト
に

よ
り
異
な
る
が
、
週
に
１
回
程
度
に
な

る
。
使
用
済
燃
料
に
つ
い
て
は
、
担
当

部
署
が
違
う
の
で
後
日
回
答
す
る
。

浜
岡
原
子
力
発
電
所
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
が
評
価
さ
れ

て
い
な
い
が
、
い
つ
頃
に
な
る
か

海
溝
型
地
震
の
影
響
は
、
太
平
洋
側

で
受
け
、
福
島
で
の
津
波
は
、
数
箇
所

の
波
源
か
ら
生
じ
た
複
数
の
波
で
大
き

な
津
波
と
な
っ
た
。
中
央
防
災
会
議
や

地
震
調
査
委
員
会
で
、
南
海
ト
ラ
フ
を

ど
う
扱
う
か
の
結
果
を
踏
ま
え
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
検
討
に
時
間
が
掛
か
っ

て
い
る
。
平
成
２４
年
春
頃
に
は
評
価
を

完
了
し
た
い
。

御
前
崎
沖
か
ら
浜
名
湖
に
か
け
て
、

約
１５
の
海
溝
が
あ
る
が
、
東
海
地
震
で

全
て
が
動
く
可
能
性
が
あ
る
か

プ
レ
ー
ト
型
地
震
だ
け
で
な
く
、
活

断
層
と
の
連
動
も
考
慮
し
て
評
価
し
て

い
る
。

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
電
力
・
ガ
ス
事
業
部

原
子
力
立
地
・
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
産
業
課
長

原
子
力
安
全
・
保
安
院

浜
岡
原
子
力
保
安
検
査
官
事
務
所
長

原
子
力
発
電
安
全
審
査
課

耐
震
安
全
審
査
室
　
上
席
安
全
審
査
官

原
子
力
発
電
検
査
課

課
長
補
佐

９
月
３０
日
に
議
決
し
た
「
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
早
期

収
束
と
安
全
対
策
及
び
原
子
力
政
策
の
早
急
な
構
築
を
求
め
る
意
見

書
」
を
、
１０
月
３
日
に
国
に
提
出
し
ま
し
た
が
、
１１
月
３０
日
の
議
会

全
員
協
議
会
で
、
国
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
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